
 
 

 
 

古代ギリシャやエジプト、そしてローマ帝国の時代から、漆喰は最も優れた建築材として数千年も前から使われてきました。 
漆喰の中でもカルクウォールは、スイスの地層から産出した石灰を使い、大量の石英を含み、透明感のある美しさがスイス漆喰の特徴です。 最大の特徴は PH12.4 という強アルカリ性であること。 
カビなどの菌類を発生させないので、アレルゲンになるダ二が生息しません。無垢の木と同等の調湿性は、お部屋をいつも快適な湿度に保ちます。 かつて、漆喰と木を組み合わせた日本住宅は、 
温暖多湿の日本の気候に非常に合う素材として多用されてきました。 わたしたちアップルでは、室内空間の生態バランスが非常によいこの漆喰壁 『カルクウォール』 を是非おすすめします。      

(漆喰をスタッコといいます。カルクウォールは弊社が使うスイス本漆喰の商品名です｡) 
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